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い
て
、
永
久
に
、
劣
化
を
防
ぎ
、
判
読
・
利
用

可
能
な
状
態
で
保
存
し
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
当
然
な
が
ら
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
技

術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
紙
と
い
う
「
モ
ノ
」
に
対

す
る
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
す
。

　
行
政
刊
行
物
等
を
巡
る
状
況
も
大
き
く
変
わ

っ
て
い
ま
す
。
従
来
は
、
行
政
情
報
の
発
信
は
、

行
政
刊
行
物
の
発
行
・
配
布
、
つ
ま
り
紙
媒
体

主
体
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
が
、
現
在
は
ウ

ェ
ブ
上
の
公
開
が
第
一
と
な
り
、
紙
媒
体
が
作

成
さ
れ
な
い
こ
と
も
増
え
ま
し
た
。「
公
開
さ

れ
た
行
政
情
報
の
収
集
・
蓄
積
」
と
い
う
意
味

で
は
、
従
来
の
刊
行
物
の
収
集
だ
け
で
は
不
十

分
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。
ウ
ェ
ブ
公
開
情
報

の
収
集
保
存
も
含
め
、
業
務
の
見
直
し
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
Ｉ
Ｔ
化
・
Ｄ
Ｘ
の
進
展
に
対
応
し
た

資
料
収
集
・
長
期
保
存
・
活
用
に
つ
い
て
の
技

術
・
運
用
ノ
ウ
ハ
ウ
の
確
立
に
つ
い
て
、
急
ぎ

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
三
十
年
十
二
月
に
開
設
し
た
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
「
和
歌
山
県
歴
史
資
料
ア

ー
カ
イ
ブ
」
で
は
、
和
歌
山
県
内
の
古
文
書
、

古
写
真
な
ど
歴
史
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
公

開
し
、「
授
業
で
使
え
る
和
歌
山
の
資
料
」
の

紹
介
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
も
、
今
後

更
に
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
当
館
の
活
動
へ
の
御
理
解
・
御

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

管
理
法
）
が
平
成
二
十
一
年
に
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
同
法
は
、
基
本
的
に
国
及
び
独
立
行
政
法

人
の
公
文
書
管
理
に
関
し
て
、
作
成
・
保
存
管

理
・
廃
棄
・
公
文
書
館
へ
の
移
管
及
び
永
久
保

存
等
に
つ
い
て
、
一
体
的
に
適
切
な
取
扱
い
を

規
定
し
た
も
の
で
す
が
、
第
三
四
条
に
、「
地

方
公
共
団
体
は
、
こ
の
法
律
の
趣
旨
に
の
っ
と

り
、
そ
の
保
有
す
る
文
書
の
適
正
な
管
理
に
関

し
て
必
要
な
施
策
を
策
定
し
、
及
び
こ
れ
を
実

施
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と

あ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
公
文
書
の
適
正
管
理

に
係
る
努
力
義
務
も
規
定
し
て
い
ま
す
。

　
同
法
成
立
後
、
そ
れ
ま
で
未
整
備
で
あ
っ
た

都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
を
は
じ
め
と
し
て
、

公
文
書
館
を
設
置
す
る
地
方
公
共
団
体
が
増
え

て
い
ま
す
。
社
会
全
体
の
記
録
管
理
へ
の
関
心

が
高
ま
り
、
現
用
・
非
現
用
問
わ
ず
不
断
の
公

文
書
管
理
適
正
化
の
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
る

も
の
と
認
識
し
、
そ
れ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

思
い
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
公
文
書
・
行
政
刊
行
物
等
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
紙
媒
体
で

し
た
が
、
現
在
、
そ
の
形
態
が
変
わ
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
、
和
歌
山
県
で
も
公
文
書
管
理

シ
ス
テ
ム
・
電
子
決
裁
が
導
入
さ
れ
、
公
文
書

管
理
の
電
子
化
・
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
従
来
の
、
完
結
後
二
〇
年
が
経

過
し
た
永
久
保
存
公
文
書
や
廃
棄
手
続
後
に
文

書
館
が
選
別
し
た
公
文
書
簿
冊
の
引
継
ぎ
と
い

う
「
モ
ノ
」
の
遣
り
取
り
の
多
く
が
、
今
後
は

電
子
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
当
館
は
、
ま
ず
電
子
公
文
書
の
「
収
蔵
庫
」

を
用
意
し
、
引
き
継
が
れ
た
電
子
公
文
書
に
つ

分
か
れ
ま
す
。
現
在
、
古
文
書
約
一
〇
万
点
、

公
文
書
約
三
万
五
千
点
、
行
政
刊
行
物
等
約

五
万
点
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　
古
文
書
な
ど
民
間
に
所
在
す
る
資
料
の
現
地

保
存
は
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
・
過
疎
化

の
進
行
に
伴
い
、
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
相
次
ぐ
災
害
と
防
災
意

識
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
民
間
所
在
資
料
の
保

存
と
そ
の
記
録
内
容
の
防
災
・
減
災
等
で
の
活

用
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
館
は
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
令
和
三
年

度
ま
で
、
和
歌
山
県
立
博
物
館
が
主
体
と
な

っ
た
「
地
域
に
眠
る
『
災
害
の
記
憶
』
と
文
化

遺
産
を
発
掘
・
共
有
・
継
承
す
る
事
業
」
を
当

館
の
基
幹
業
務
「
民
間
所
在
資
料
保
存
状
況
調

査
」
と
位
置
付
け
て
こ
れ
に
参
加
し
、
多
く
の

所
在
情
報
及
び
災
害
関
係
記
録
を
収
集
し
て
き

ま
し
た
。
同
事
業
終
了
後
の
令
和
四
年
度
以
降

は
、
当
館
が
主
体
と
な
り
、
災
害
記
録
の
収
集
・

社
会
還
元
と
、
民
間
所
在
資
料
の
情
報
収
集
を

続
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
二
十
六
年
度
に
和
歌
山
県
博
物

館
施
設
等
災
害
対
策
連
絡
会
議
（
和
博
連
）
が

結
成
さ
れ
る
な
ど
、
文
化
財
災
害
対
策
の
県
内

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
他
機

関
と
共
働
し
て
、
県
内
の
古
文
書
な
ど
歴
史
資

料
の
保
存
と
活
用
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
公
文
書

　
平
成
五
年
七
月
三
十
一
日
に
開
館
し
た
和
歌

山
県
立
文
書
館
は
、
三
十
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
間
、
文
書
等
を
御
寄
贈
・
御
寄
託
く

だ
さ
っ
た
方
々
、
そ
し
て
当
館
の
活
動
を
御
理

解
く
だ
さ
り
、
御
利
用
く
だ
さ
っ
た
県
内
外
の

皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
か
ら
令
和
へ
と
代
わ
っ
た
こ
の
三
〇
年

間
で
、
Ｉ
Ｔ
化
・
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
進
展
、
公
文
書
管
理

へ
の
社
会
的
関
心
の
変
化
、
少
子
高
齢
化
と
人

口
減
少
、
相
次
ぐ
災
害
と
防
災
意
識
の
高
ま
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
等
、
社
会
の
変
化
に

伴
い
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
文
書
館
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
文
書

館
の
使
命
は
不
変
で
す
が
、
使
命
を
果
た
す
た

め
の
具
体
的
業
務
の
多
く
は
変
質
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
館
の
三
〇
年
間
の
足
跡
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
中
に
刊
行
さ
れ
る
開
館
三
十
周
年
記
念
誌

に
譲
り
、
こ
こ
で
は
、
当
館
の
未
来
に
向
け
た

課
題
を
挙
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

当
館
は
、「
和
歌
山
県
立
文
書
館
設
置
及
び

管
理
条
例
」
に
基
づ
き
「
歴
史
資
料
と
し
て
重

要
な
文
書
そ
の
他
の
資
料
」
を
収
集
・
保
存
・

整
理
し
、
皆
様
に
御
活
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、

学
術
及
び
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
施
設
で
す
。

　
「
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
文
書
そ
の
他
の

資
料
」
と
し
て
当
館
が
収
集
す
る
文
書
等
は
、

大
き
く
古
文
書
・
公
文
書
・
行
政
刊
行
物
等
に

和
歌
山
県
立
文
書
館
長

　上
田
英
之

　

　開
館
三
十
周
年
を
迎
え
て
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機
関
に
就
職
す
る
義
務
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

制
度
に
よ
り
、
竹
之
内
は
和
歌
山
に
赴
任
し
た

わ
け
で
す
。
昭
和
五
年
入
学
、
七
年
卒
業
の
竹

之
内
は
、
同
所
最
後
の
第
九
期
生
で
、
受
験
者

一
九
二
名
か
ら
選
ば
れ
た
二
五
名
の
う
ち
の
一

人
で
し
た
（
写
真
５
）。

　
国
内
最
高
峰
の
音
楽
教
育
を
受
け
つ
つ
、
竹

之
内
は
遅
く
と
も
第
一
学
年
の
下
半
期
に
は
作
曲

活
動
を
開
始
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

当
館
資
料
に
は
、
同
所
在
学
中
に
作
曲
し
た
楽

譜
の
習
作
ノ
ー
ト
が
四
冊
残
っ
て
い
ま
す
。
う

ち
「
習
作
集
第
二
集
」
に
は
、
昭
和
六
年
二
月
九

日
か
ら
五
月
一
日
ま
で
に
作
曲
さ
れ
た
一
七
曲

の
楽
譜
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
は
四
、

五
日
に
一
曲
の
ペ
ー
ス
で
作
曲
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
楽
譜
に
書
か
れ
た
日
付
か
ら
、

在
学
中
に
作
曲
さ
れ
た
こ
と
が
確
実
な
作
品
は

四
七
曲
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
多
く
は
童
謡
で
す
。

そ
し
て
そ
の
中
に
は
、
故
郷
の
群
馬
県
内
で
演

奏
さ
れ
、
楽
譜
が
出
版
さ
れ
た
曲
も
あ
り
ま
し
た
。

■
教
員
・
作
曲
家
と
し
て
の
始
ま
り

　
竹
之
内
は
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
十

月
二
十
九
日
、
群
馬
県
前
橋
市
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
同
県
立
前
橋
中
学
校
を
卒
業
後
、
大
正

十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
同
県
師
範
学
校
本
科

第
二
部
に
進
み
、
翌
昭
和
二
年
春
、
卒
業
し
て

小
学
校
教
員
免
許
を
取
得
、
一
九
才
で
同
県

勢せ

た多
郡
橘
北
尋
常
高
等
小
学
校
の
教
員（
訓
導
）

と
な
り
ま
し
た
。
翌
年
、
同
郡
粕か

す
か
わ川

尋
常
高
等

小
学
校
に
転
勤
と
な
り
ま
す
が
、
二
年
後
に
休

職
し
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
五
月
、
二
二

才
で
東
京
音
楽
学
校
第
四
臨
時
教
員
養
成
所
に

入
学
し
ま
し
た
（
写
真
４
）。

　
第
四
臨
時
教
員
養
成
所
は
、
師
範
学
校
・
中

学
校
・
高
等
女
学
校
の
音
楽
教
員
を
養
成
す
る

た
め
に
、
大
正
十
一
年
か
ら
昭
和
七
年
ま
で
の

一
〇
年
間
だ
け
、
現
在
の
東
京
藝
術
大
学
音
楽

学
部
の
前
身
で
あ
る
東
京
音
楽
学
校
内
に
設
置

さ
れ
た
国
立
教
育
機
関
で
し
た
。
管
理
者
（
校

長
）
を
は
じ
め
教
官
は
東
京
音
楽
学
校
教
官
が

兼
務
し
ま
し
た
。
授
業
料
は
無
料
で
し
た
が
、

卒
業
後
一
年
間
は
文
部
大
臣
の
指
定
す
る
教
育

　
令
和
四
年
、
竹
之
内
の
関
係
資
料
約
一
四
〇

点
（『
和
歌
山
高
等
女
学
校
教
諭
竹
之
内
喜
八

郎
資
料
』、
以
下
「
当
館
資
料
」）
が
文
書
館
に

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
当
館
資
料
の
約
半
数
は
、

上
記
学
生
時
代
・
教
員
時
代
の
写
真
や
証
書
・

辞
令
・
履
歴
書
類
な
ど
で
す
。
そ
し
て
残
り
の

半
数
は
、
竹
之
内
が
作
曲
・
編
曲
し
た
楽
譜
類

で
し
た
。
そ
の
曲
数
は
一
一
二
曲
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
楽
譜
が
手
掛
か
り
と
な
っ
て
、
竹
之

内
は
、
教
員
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
作
曲
家

と
し
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
活
躍
を
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
現
時
点
で
、
竹
之
内

が
作
曲
・
編
曲
し
た
楽
曲
は
一
三
一
曲
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
、
竹
之
内
の
短
い
生

涯
の
う
ち
、
特
に
童
謡
の
作
曲
家
と
し
て
の
キ

ャ
リ
ア
に
つ
い
て
御
紹
介
し
ま
す
。

■
和
歌
山
高
等
女
学
校
教
諭
竹
之
内
喜
八
郎
資
料

　
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
三
月
、
東
京
音
楽
学

校
第
四
臨
時
教
員
養
成
所
を
卒
業
し
た
群
馬
県
出

身
で
二
四
才
の
竹
之
内
喜
八
郎
は
、
文
部
省
の
辞

令
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
縁
も
ゆ
か
り
も
な
か
っ
た

和
歌
山
県
に
赴
任
し
ま
し
た
（
写
真
１
・
２
）
。

　
和
歌
山
県
師
範
学
校
訓
導
・
県
立
和
歌
山
高

等
女
学
校
（
以
下
「
和
高
女
」）
教
諭
・
県
立
海

草
中
学
校
嘱
託
と
な
っ
た
竹
之
内
は
、
以
後
、

昭
和
十
一
年
か
ら
専
任
教
諭
と
な
っ
た
和
高
女

を
中
心
に
音
楽
教
員
と
し
て
教
育
に
従
事
し
ま

し
た
（
写
真
３
）。
し
か
し
、
終
戦
直
前
に
徴
兵

さ
れ
、
朝
鮮
半
島
北
部
で
戦
死
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
記
録
上
、
戦
死
し
た
の
は
昭
和
二
十
年

八
月
十
五
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
三
七
才
で
し
た
。

童
謡
作
曲
家

　竹
之
内
喜
八
郎

童
謡
作
曲
家

　竹
之
内
喜
八
郎

　
　

―

『
和
歌
山
高
等
女
学
校
教
諭
竹
之
内
喜
八
郎
資
料
』
よ
り―

　
　

―

『
和
歌
山
高
等
女
学
校
教
諭
竹
之
内
喜
八
郎
資
料
』
よ
り―

写真３　和高女講堂にて
　　　　左から３人目が竹之内

写真２　�昭和７年３月22日
付け文部省辞令

写真４　東京音楽学校奏楽堂
　　　　�現在は上野公園に移設され、重要文化財

「旧東京音楽学校奏楽堂」になっています。

写真５　第四臨時教員養成所第九期生と２人の教員
　　　　（昭和５年７月９日）後列左から３人目が竹之内

写真１　竹之内喜八郎
　　　　（昭和10年３月）
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・��「
お
鳩
」（「
お
寺
の
お
鳩
」）
※
（
以
上
、『
同

第
二
輯
』
同
社
、
昭
和
九
年
四
月
）

・�「
聖
母
さ
ま
」
※
（
同
社
機
関
誌
『
白
象
便
』

第
三
号
、
昭
和
九
年
四
月
）

が
、
青
柳
が
自
費
出
版
し
た
作
品
集
・
雑
誌
に

楽
譜
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
館
資
料
に
は
、
上
記
の
ほ
か
に
、

次
の
群
童
同
人
作
詞
の
竹
之
内
作
曲
作
品
が
あ

り
ま
す
。

・
青
柳
作
詞
「
雨
夜
」
※

・
小
野
作
詞
「
汽
車
ご
っ
こ
」
※

・�

小
野
作
詞
「
痩
骨
峠
」
※
（
民
謡
。
こ
の
頃
、

創
作
民
謡
も
多
く
作
ら
れ
ま
し
た
。）

・
坂
本
八
重
二
作
詞
「
舟
遊
び
」
※

・�

品
川
蝶
志
智
作
詞「
民
謡
戻
り
駒
」※（
写
真
７
）

・
真
木
森
吉
作
詞
「
噴
水
」
※

・
真
木
作
詞
「
七
夕
祭
」
※

・
真
木
作
詞
「
昌
賢
学
堂
校
歌
」
※

・
真
木
作
詞
「
夜
鳴
鳥
」
※

・
真
木
作
詞
「
岸
辺
の
朝
」
※

に
活
動
し
ま
し
た
。

　
竹
之
内
の
作
曲
作
品
は
、

・�

青
柳
作
詞
「
入
り
日
」
※
（『
桑
の
実
』
第

一
〇
輯
、
昭
和
七
年
一
月
。
以
下
、
作
品
名

の
下
に
「
※
」
の
あ
る
も
の
は
、
当
館
資
料

中
に
楽
譜
が
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。）

・�

青
柳
作
詞
「
日ひ

暮ぐ
れ

田た

圃ん
ぼ

」（『
群
童
楽
譜
第
一

輯
』
昭
和
八
年
十
二
月
）

・�

青
柳
作
詞
「
満
洲
の
春
」
※
（『
群
童
楽
譜

満
洲
の
春
』
昭
和
九
年
四
月
）

の
楽
譜
出
版
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、

・
小
野
良
朗
作
詞
「
め
だ
か
」

が
、
昭
和
八
年
十
一
月
二
十
六
日
上
毛
マ
ン
ド

リ
ン
俱
楽
部
秋
季
演
奏
会
及
び
翌
九
年
三
月

二
十
五
日
群
童
創
立
記
念
懇
談
会
で
演
奏
・
歌

唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
演
奏
会
で
は
「
日
暮
田
圃
」
も
演
奏
さ
れ
、

同
曲
は
同
年
七
月
八
日
前
橋
市
中
川
校
技
芸
部

音
楽
会
で
も
演
奏
さ
れ
た
ほ
か
、
翌
十
年
六
月

十
五
日
に
日
本
放
送
協
会
前
橋
放
送
局
か
ら
ラ

ジ
オ
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
（『
年
刊
童
謡
集　
群

像　
昭
和
十
一
年
版
』）。

　
仏
教
童
謡
の
作
品
で
は
、
青
柳
作
詞
の

・「
五
月
の
歌
」

・「
お
寺
の
お
鳩
」
※

が
、
日
本
仏
教
童
謡
協
会
機
関
誌
『
新
仏
教
音

楽
』
第
五
号
（
昭
和
八
年
）
に
楽
譜
が
掲
載
さ

れ
た
ほ
か
、

・「
の
の
さ
ま
の
御み

て手
」

・「
お
盆
の
お
月
」

・�「
蓮
華
の
露
」（
以
上
、『
仏
教
童
謡
曲
譜
』

白び
ゃ
く

象ぞ
う
社
、
昭
和
八
年
四
月
）

・「
庚こ

う
し
ん申
猿
」
※

・「
如
来
さ
ま
」

て
一
〇
年
以
上
に
わ
た
り
独
自
の
児
童
文
化
活

動
を
展
開
し
ま
し
た
。
同
会
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

講
演
、
童
話
口
演
、
紙
芝
居
な
ど
と
と
も
に
童

謡
・
唱
歌
の
歌
唱
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
正

十
四
年
夏
に
は
野
口
雨
情
が
東
壽
寺
で
童
謡
に

つ
い
て
講
演
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
壽
寺
で

は
、
時
期
・
具
体
的
内
容
は
不
明
で
す
が
、
幼

児
保
育
活
動
「
こ
ど
も
の
に
わ
」
も
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
と
連
動
し
て
、
青
柳
は
仏

教
童
謡
を
含
む
童
謡
を
多
数
作
詞
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
は
群

馬
童
謡
詩
人
会（
以
下
「
群
童
」）を
発
足
さ
せ
、

私
財
を
投
じ
、
ま
た
会
務
の
ほ
と
ん
ど
を
引
き

受
け
、
機
関
誌
・
童
謡
楽
譜
集
を
発
行
す
る
な

ど
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
昭
和
六
年
八
月
に
発
行
さ
れ
た
群
童
の
機
関

誌
『
桑
の
実
』
創
刊
第
一
号
の
「
編
集
後
記
」

に
は
、
会
員
の
創
作
童
謡
の
楽
譜
掲
載
に
協
力

す
る
こ
と
を
快
諾
し
た
「
新
進
作
曲
家
」
と
し

て
、
青
柳
と
同
じ
く
僧
籍
を
持
ち
、
仏
教
童
謡

も
多
く
作
曲
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
本
多
鉄

麿
・
吉
川
孝
一
と
と
も
に
竹
之
内
薫
の
名
が
あ

り
ま
す
（
昭
和
六
年
六
月
頃
か
ら
九
年
頃
ま
で

に
作
曲
・
発
表
さ
れ
た
竹
之
内
の
曲
に
は
「
竹

之
内
薫
」
名
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。）。
つ
ま
り
、

竹
之
内
は
、
第
四
臨
時
教
員
養
成
所
在
学
中
か

ら
、
群
童
の
活
動
に
協
力
・
参
加
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
群
童
会
員
の
作
品
は
、
前
橋
市
で
行
わ
れ
た

群
童
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
詩
人
の
萩
原
朔
太

郎
が
創
設
に
関
わ
っ
た
こ
と
で
有
名
な
上
毛
マ

ン
ド
リ
ン
俱
楽
部
の
演
奏
会
な
ど
で
演
奏
さ
れ

る
な
ど
、
多
く
の
聴
衆
の
耳
に
触
れ
ま
し
た
。

群
童
は
、
昭
和
十
一
年
に
解
散
す
る
ま
で
活
発

■
群
馬
に
お
け
る
童
謡
運
動
と
の
関
わ
り

　
童
謡
は
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
に
創
刊

さ
れ
た
児
童
向
け
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
な
ど
を
通

し
て
北
原
白
秋
、
鈴
木
三
重
吉
、
野
口
雨
情
ら

の
詩
人
・
文
学
者
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
、
推
し

進
め
ら
れ
た
新
し
い
文
学
運
動
で
、
ま
た
、
新

し
い
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
で
し
た
。

　
竹
之
内
の
故
郷
、
群
馬
県
で
童
謡
運
動
を
牽

引
し
て
い
た
の
は
、『
赤
い
鳥
』『
金
の
船
』『
お

と
ぎ
の
世
界
』
な
ど
の
児
童
向
け
雑
誌
や
、
仏

教
の
教
え
や
行
事
な
ど
に
絡
め
て
作
ら
れ
た「
仏

教
童
謡
」
の
全
国
誌
に
盛
ん
に
作
品
を
投
稿
し

た
多
作
の
童
謡
詩
人
で
、
勢
多
郡
粕
川
村
月つ

き
田だ

（
現
前
橋
市
粕
川
町
月
田
）
の
天
台
宗
東と

う
じ
ゅ壽

寺

住
職
で
も
あ
る
青あ

お
や
ぎ柳

興こ
う

敬き
ょ
う（

花か

明め
い

）
で
し
た
（
写

真
６
）。

　
青
柳
は
、
寺
の
勤
め
と
並
行
し
て
、
大
正
十

年
か
ら
地
元
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
月
田

こ
ど
も
会
」
を
主
宰
し
、
東
壽
寺
を
拠
点
と
し 写真６　東壽寺（令和５年２月27日撮影）

写真７　�品川蝶志智作詞「民謡戻り駒」楽譜
（「習作第五集　竹之内薫」より）
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た
。
同
会
は
、
童
謡
の
詩
・
曲
・
踊
り
の
三
位

一
体
を
目
指
す
「
童
謡
立
体
化
運
動
」
を
展
開

し
、
機
関
誌
『
童
謡
芸
術
』・
楽
譜
付
き
の
選

集
・
会
員
個
々
の
童
謡
集
な
ど
の
出
版
、
Ｊ
Ｏ

Ｂ
Ｋ
か
ら
の
ラ
ジ
オ
放
送
、
舞
踊
・
遊
戯
講
習

会
の
開
催
な
ど
、
多
彩
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
十
年
代
後
半
に
は
、
戦
時
体
制

下
、
印
刷
用
紙
が
配
給
制
に
な
る
こ
と
な
ど
に

よ
っ
て
他
の
童
謡
団
体
が
活
動
休
止
・
解
散
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
中
、「
日
本
少
国
民
文
化
協

会
」
の
一
員
と
な
る
な
ど
し
な
が
ら
全
国
で
唯

一
の
童
謡
専
門
誌
を
発
行
す
る
団
体
と
な
り
、

終
戦
直
前
ま
で
続
い
た
、
童
謡
史
上
非
常
に
重

要
な
存
在
で
す
。

　
同
人
誌
『
生
誕
』
の
編
集
・
装
幀
・
挿
絵
を

担
当
す
る
な
ど
、
和
歌
山
童
謡
詩
人
会
を
牽
引

し
て
い
た
古
村
徹
三
は
、
大
阪
童
謡
芸
術
協
会

発
足
翌
月
で
あ
る
昭
和
十
一
年
一
月
十
二
日
の

新
年
初
顔
合
会
か
ら
、
同
会
に
も
入
会
し
ま
し

た
。
そ
し
て
竹
之
内
は
、
翌
十
二
年
二
月
一
日

に
賛
助
会
員
と
し
て
入
会
し
て
い
ま
す
。

　
同
会
発
足
か
ら
昭
和
十
三
年
三
月
ま
で
の
作

曲
作
品
リ
ス
ト
（『
童
謡
芸
術
年
刊
集　

昭
和

十
三
年
版
』）
に
は
、
竹
之
内
作
曲
作
品
が
七

曲
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
古
村
作
詞
「
ス
キ
ー
」
※

・
古
村
作
詞
「
人
さ
し
指
」

・
古
村
作
詞
「
花
ま
つ
り
」（
本
多
鉄
麿
と
連
名
）

・
古
村
作
詞
「
僕
等
の
節
句
」
※

・
古
村
作
詞
「
雀
蜂
の
お
家
」
※

・
豊
田
次
雄
作
詞
「
繭
の
花
」（
本
多
と
連
名
）

・
小
春
久
一
郎
作
詞
「
夢
の
国
」

　

そ
の
他
、
当
館
資
料
に
は
、「
大
阪
童
謡
芸

術
協
会
作
品
」
と
中
央
に
印
刷
さ
れ
た

・
恩
地
淳
一
作
詞
「
祭
り
」
※

・
柳
野
作
詞
「
花
曇
り
」
※

・
三
星
清
作
詞
「
お
さ
か
な
」
※

の
三
曲
を
作
曲
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昭
和
十
三
年
三
月
七
日
に
は
、
同
会

同
人
の
作
品
六
曲
が
、
日
本
放
送
協
会
大
阪
放

送
局
（
Ｊ
Ｏ
Ｂ
Ｋ
）
か
ら
ラ
ジ
オ
放
送
さ
れ
ま

し
た
。
う
ち
、「
霜
夜
の
千
鳥
」
及
び
「
仔
牛
」

の
二
曲
が
竹
之
内
作
曲
作
品
で
し
た（
写
真
９
）。

　
そ
の
他
、
当
館
資
料
に
は
、
次
の
同
会
同
人

作
詞
・
竹
之
内
作
曲
の
楽
譜
が
あ
り
ま
す
。

・
古
村
作
詞
「
雪
の
紀
元
節
」
※

・
古
村
作
詞
「
和
歌
山
報
国
鳩
隊
歌
」
※

・�

古
村
作
詞
「
つ
れ
も
て
ゆ
こ
ら
」
※（
た
だ
し
、

同
会
解
散
後
の
昭
和
十
九
年
八
月
十
一
日
作

曲
で
、
作
曲
日
の
分
か
る
竹
之
内
最
後
の
作

品
で
す
。）

・
松
本
作
詞
「
和
佐
小
学
校
少
年
団
歌
」
※

■
大
阪
童
謡
芸
術
協
会

　
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
十
二
月
一
日
、
大

阪
で
七
人
の
詩
人
・
舞
踊
家
・
作
曲
家
を
発
起

人
と
し
て
大
阪
童
謡
芸
術
協
会
が
発
足
し
ま
し

に
根
差
し
て
比
較
的
長
く
活
動
し
た
ユ
ニ
ー
ク

な
存
在
と
し
て
童
謡
史
上
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
竹
之
内
は
、
昭
和
九
年
四
月
一
日
に
開
催
さ

れ
た
同
会
の
第
五
回
座
談
会
に
出
席
し
、
こ
の

頃
か
ら
「
作
曲
同
人
」
と
し
て
同
会
に
加
入
し

た
よ
う
で
す
。

　
昭
和
十
年
六
月
発
行
の
同
人
作
品
の
楽
譜
集

『
同
人
作
詞
生
誕
童
謡
曲
集
』
に
は
、

・
桂
和
夫
作
詞
「
土つ

く
し筆

」
※

・
柳
野
吉
春
作
詞
「
柳
」
※

・
檀
上
明
宏
作
詞
「
ノ
バ
ラ
」
※

・
古
村
作
詞
「
ぴ
ん
ぽ
ん
」
※

・
廣
瀬
正
士
作
詞
「
霜
夜
の
千
鳥
」
※（
写
真
８
）

・
田
村
作
詞
「
仔
牛
」
※

の
六
曲
、
竹
之
内
作
曲
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
竹
之
内
は
、
こ
の
作
品
集
に
収

録
さ
れ
た
楽
譜
全
二
六
曲
の
浄
書
校
閲
を
担
当

し
た
よ
う
で
す
。

　
昭
和
十
二
年
発
行
の
『
生
誕
童
謡
集
』
で
は
、

・
松
本
実
作
詞
「
夜
番
」
※

　

こ
の
よ
う
に
、
竹
之
内
は
、
青
柳
が
主
導
し

た
群
童
及
び
仏
教
童
謡
に
深
く
関
わ
り
ま
し
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
竹
之
内
は
、
第
四
臨
時
教

員
養
成
所
入
学
前
の
昭
和
三
年
か
ら
の
二
年
間
、

東
壽
寺
と
同
じ
粕
川
村
に
あ
る
粕
川
尋
常
高
等
小

学
校
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
ま
ず
間
違
い
な

く
、
こ
の
頃
、「
月
田
こ
ど
も
会
」
を
は
じ
め
と

す
る
青
柳
の
活
動
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る

筈
で
す
。
関
わ
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

竹
之
内
が
小
学
校
教
員
を
休
職
し
て
ま
で
、
よ

り
専
門
的
な
音
楽
教
員
・
音
楽
家
と
な
る
こ
と

を
志
し
、
第
四
臨
時
教
員
養
成
所
に
入
学
し
た

の
は
、
童
謡
を
軸
と
し
た
青
柳
の
活
動
に
感
化

さ
れ
て
の
行
動
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
童
謡
は
、
竹
之
内
の

音
楽
活
動
の
原
点
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

■
和
歌
山
童
謡
詩
人
会

　
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
和
歌
山
に
赴
任

し
て
か
ら
も
し
ば
ら
く
の
間
は
、
竹
之
内
と
青

柳
・
群
童
と
の
関
係
が
続
き
ま
す
が
、
当
館
資

料
で
は
、
こ
の
時
期
、
童
謡
で
は
な
い
ピ
ア
ノ

曲
や
、
古
歌
や
訳
詞
に
曲
を
付
け
た
手
書
楽
譜

が
増
え
て
き
ま
す
。

　
し
か
し
そ
の
後
再
び
、
今
度
は
和
歌
山
で
、

童
謡
運
動
に
深
く
関
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
昭
和
七
年
六
月
、
既
に
童
謡
詩
人
と
し
て
活

躍
し
て
い
た
染
色
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
古こ

村む
ら

徹
三

と
、
田
村
（
後
に
小
島
）
秀
一
ら
四
人
の
小
学

校
教
員
に
よ
っ
て
和
歌
山
童
謡
詩
人
会
が
結
成

さ
れ
、
同
人
誌
『
生
誕
』
第
一
輯
が
発
行
さ
れ

ま
し
た
。
同
会
の
同
人
は
和
歌
山
県
在
住
者
に

限
り
な
が
ら
も
増
加
し
、
同
人
誌
発
行
は
昭
和

十
四
年
九
月
の
第
二
四
輯
ま
で
続
き
ま
し
た
。

楽
譜
付
き
の
作
品
集
も
発
行
す
る
な
ど
、
地
域

写真９　�日本放送協会大阪放送局（JOBK）
での記念写真

　　　　前列１番左が竹之内

写真８　廣瀬正士作詞「霜夜の千鳥」楽譜
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童
謡
詩
人
会
・
和
歌
山
童
謡
詩
人
会
・
大
阪
童

謡
芸
術
協
会
は
、
い
ず
れ
も
童
謡
史
上
、
ユ
ニ

ー
ク
な
存
在
感
を
放
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
こ
ま
で
の
紹
介
は
、
詩
・
文
学
と
し
て
の
童

謡
史
研
究
の
成
果
に
依
っ
て
い
ま
す
。

　
当
館
資
料
の
寄
贈
に
伴
う
、
こ
の
三
団
体
に

ま
た
が
る
竹
之
内
の
楽
譜
の
「
発
見
」
は
、
童

謡
史
研
究
に
「
音
楽
」
側
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
新
た
な
素
材
を
提
供
し
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

楽
譜
を
全
く
読
め
な
い
本
文
の
筆
者
は
、
今
後
、

竹
之
内
の
業
績
が
、
評
価
を
含
め
て
、
童
謡
音

楽
史
上
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
竹
之
内
の
曲
が

演
奏
さ
れ
、
歌
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
和
歌
山
地
域
史
に
お
い
て
も
、
当
館
資
料
の

存
在
は
、
教
育
史
・
音
楽
史
に
新
た
な
研
究
素

材
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

　
先
述
し
た
よ
う
に
、
和
歌
山
童
謡
詩
人
会
発

足
時
の
同
人
五
人
の
う
ち
四
人
は
小
学
校
教
員

で
し
た
。
ま
た
、
竹
之
内
は
、
昭
和
九
年
九
月

の
和
歌
山
市
音
楽
教
育
会
の
発
足
に
深
く
関
わ

り
、
顧
問
に
就
任
し
て
い
ま
す
（
同
会
『
音
楽

教
育
』
第
一
号
、
昭
和
十
二
年
三
月
）。
教
育

の
流
れ
と
と
も
に
、
和
歌
山
の
童
謡
運
動
を
眺

め
る
こ
と
も
、
地
域
史
研
究
に
広
が
り
を
も
た

ら
す
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
隆
宏
）

〈
参
考
文
献
〉

『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
』

畑
中
圭
一
『
日
本
の
童
謡　
誕
生
か
ら
九
〇
年

の
歩
み
』

畑
中
圭
一
「
大
正
・
昭
和
期
に
お
け
る
地
方
の

童
謡
運
動
―
仙
台
・
前
橋
・
名
古
屋
の
場
合
―
」

（『
国
際
児
童
文
学
館
紀
要
』
第
八
号
）

木
坂
俊
平
『
関
西
の
童
謡
運
動
史
』

の
プ
リ
ン
ト
楽
譜
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
曲
は
、
ま
ず
は
プ
リ
ン
ト
と
し
て

会
員
な
ど
に
配
布
さ
れ
、
直
後
に
開
催
さ
れ
た

同
会
の
「
研
究
会
」
で
批
評
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
「
僕
ら
の
節
句
」
は
、

昭
和
十
二
年
五
月
八
日
に
Ｊ
Ｏ
Ｂ
Ｋ
か
ら
ラ
ジ

オ
放
送
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
な
お
、
作
曲
者
が
本
多
鉄
麿
と
連
名
に
な
っ

て
い
る
曲
が
二
曲
あ
り
ま
す
が
、
共
作
な
の
か
、

は
た
ま
た
競
作
な
の
か
、
現
時
点
で
は
分
か
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、「
ス
キ
ー
」
は
、
竹
之
内
が

同
会
に
入
会
す
る
以
前
に
作
曲
し
て
い
た
も
の

で
す
。
作
詞
の
古
村
が
、
竹
之
内
に
作
曲
依
頼

し
た
作
品
の
発
表
の
場
を
、
特
に
こ
だ
わ
り
な

く
同
会
と
和
歌
山
童
謡
詩
人
会
と
で
、
振
り
分

け
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
大
阪
童
謡
芸
術
協
会
の
昭
和
十
三
年
四
月
か

ら
翌
十
四
年
十
二
月
ま
で
の
作
曲
一
覧
（『
同
前

　
昭
和
十
五
年
版
』）に
あ
る
の
は
次
の
二
曲
で
す
。

・
古
村
作
詞
「
鹿
の
赤
ち
ゃ
ん
」
※

・
志
田
十
三
作
詞
「
早
起
行
進
曲
」
※

　
現
在
、
同
会
の
出
版
物
で
楽
譜
が
確
認
で
き

る
竹
之
内
の
作
品
は
次
の
二
曲
で
す
。

・
古
村
作
詞
「
鹿
の
赤
ち
ゃ
ん
」
※
（『
童
謡

芸
術
作
曲
振
付
集　
第
一
輯
』
昭
和
十
四
年
）

・
恩
地
作
詞
「
戦
地
の
兄
さ
ん
」（『
童
謡
芸
術
』

第
五
〇
号
、
昭
和
十
六
年
七
月
）

　
そ
の
他
、
当
館
資
料
に
は
、
次
の
同
会
会
員

作
詞
・
竹
之
内
作
曲
作
品
が
あ
り
ま
す
。

・
小
春
作
詞
「
雀
の
お
話
」
※

■
童
謡
作
曲
家
と
し
て
の
竹
之
内
喜
八
郎

　
見
て
き
た
よ
う
に
、
竹
之
内
は
、
和
歌
山
で

教
職
を
勤
め
な
が
ら
、
群
馬
・
和
歌
山
・
大
阪

に
お
け
る
童
謡
運
動
に
関
わ
り
ま
し
た
。
群
馬

は
、
三
部
構
成
の
第
二
部
で
、
東
京
音
楽
学
校

第
四
臨
時
教
員
養
成
所
卒
業
生
で
教
員
と
し
て

和
歌
山
県
に
赴
任
後
、
徴
兵
さ
れ
戦
死
し
た
竹

之
内
が
採
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
竹
之
内
の
経
歴
・
作
品
に
つ
い
て

大
学
史
史
料
室
学
術
研
究
員
の
二
氏
か
ら
紹
介
・

解
説
さ
れ
、
童
謡
四
曲
を
含
む
計
六
曲
が
演
奏
さ

れ
ま
し
た
。

お
よ
そ
八
〇

年
ぶ
り
に
、

竹
之
内
の
曲

が
よ
み
が
え

り
ま
し
た
。

初
め
て
演
奏

さ
れ
た
曲
も

あ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

　
本
紙
「
童
謡
作
曲
家　

竹
之
内
喜
八
郎
」
で

紹
介
し
た
『
和
歌
山
高
等
女
学
校
教
諭
竹
之
内

喜
八
郎
資
料
』
が
文
書
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
と
な
り
、「
再
発
見
」
さ
れ
た
竹
之

内
の
作
品
が
、
母
校
で
あ
る
東
京
藝
術
大
学
で
、

同
大
学
の
音
楽
家
ら
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
大
学
で
は
、
平
成
二
十
九
年
か
ら
、
音
楽

学
部
の
前
身
に
当
た
る
東
京
音
楽
学
校
に
戦
時

中
に
在
籍
し
た
学
生
の
楽
譜
、
日
記
な
ど
を
収

集
・
整
理
し
、
公
開
す
る
取
組
が
、
大
学
史
史

料
室
に
よ
っ
て
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
成
果
は
、
ウ
ェ
ブ
資
料
館
「
戦
時
音
楽

学
生
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
声
聴
館
」
で
公
開

さ
れ
、
資
料
の
閲
覧
の
み
な
ら
ず
、
演
奏
さ
れ

た
曲
を
聴
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
例
年
、
戦
没
学
生
ら
の
作
品
を
演
奏

す
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
通
算
五
回
目
と
な
る
今
年
の
コ
ン
サ
ー
ト
で

東
京
藝
術
大
学
「
声
聴
館
ア
ー
カ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
Ⅲ

　
　
　
　
　
　
　
　
戦
没
学
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～
学
徒
出
陣
八
〇
年
に
あ
た
っ
て
」

令
和
五
年
八
月
五
日
（
土
）
於
：
東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
内
第
六
ホ
ー
ル

　
　
　
第
二
部
　
大
学
史
史
料
室
の
活
動
よ
り

報
告
「
新
た
に
確
認
さ
れ
た
戦
没
音
楽
教
員
・
竹
之
内
喜
八
郎
に
つ
い
て
」

　
　
　
東
京
藝
術
大
学
大
学
史
史
料
室
　
仲
辻
真
帆
氏
・
橋
本
か
お
る
氏

竹
之
内
喜
八
郎
作
曲
作
品
演
奏

　
歌
曲
「
幾
山
河
」（
若
山
牧
水
詩
）　
バ
リ
ト
ン
：
関
口
直
仁
氏
、
ピ
ア
ノ
：
松
岡
あ
さ
ひ
氏

　
童
謡
「
の
の
さ
ま
の
御み

手て

」「
五
月
の
歌
」「
庚こ
う
し
ん申
猿
」（
青あ
お
や
ぎ柳
花か

明め
い
詩
）

　
　
コ
ー
ラ
ス
：
東
京
滝
野
川
少
年
少
女
合
唱
団
、
指
揮
：
菱
木
明
子
氏
、
ピ
ア
ノ
：
北
村
由
子
氏

　
童
謡
「
日ひ

暮ぐ
れ
田た
ん
ぼ圃
」（
青
柳
花
明
詩
）　
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
：
瀬
戸
優
貴
子
氏
、
ピ
ア
ノ
：
筒
井
紀
貴
氏

　
「
戦
波
」　
ピ
ア
ノ
：
田
中
翔
平
氏

―

東
京
藝
術
大
学
「
声
聴
館
ア
ー
カ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
Ⅲ（
戦
没
学
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
）」―

―

東
京
藝
術
大
学
「
声
聴
館
ア
ー
カ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
Ⅲ（
戦
没
学
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
）」―

東
京
藝
術
大
学
に
て
竹
之
内
喜
八
郎
の
曲
演
奏
さ
れ
る

東
京
藝
術
大
学
に
て
竹
之
内
喜
八
郎
の
曲
演
奏
さ
れ
る

竹之内作曲の童謡を歌う東京滝野川少年少女合唱団
©東京藝術大学演奏藝術センター
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下
前
家
は
、
昭
和
二
十
二
年
か
ら
同
二
十
四

年
ま
で
花
園
村
長
を
勤
め
た
下
前
佐
市
の
家
で

す
。
文
書
は
、
明
治
五
年
二
月
付
け
の
大
師
講

に
関
す
る
帳
面
（
下
前
家
は
講
親
）
一
冊
、
明

治
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
か
け
て
の
香
典
帳
の
ほ

か
、
昭
和
二
十
八
年
水
害
の
被
害
写
真
、
昭
和

三
十
八
年
に
家
族
の
水
害
体
験
記
を
ま
と
め
て

出
版
し
た
『
あ
れ
か
ら
十
年
―
水
害
の
記
録
―
』

等
が
あ
り
、
特
に
水
害
資
料
と
し
て
貴
重
な
も

の
で
す
。

■
郡
居
雑
記

　
『
南
紀
徳
川
史
』（
巻
之
百
一
）
に
「
郡
居
雑

誌
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
仁
井
田
源
一
郎

長
群
著
『
郡
居
雑
記
』
の
写
本
一
冊
を
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
長
群
は
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
以
降
、

父
好
古
と
共
に
『
紀
伊
続
風
土
記
』
編
さ
ん
の

た
め
度
々
熊
野
を
訪
れ
、
同
十
四
年
に
奥
熊
野

代
官
見
習
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
十
二
月

に
奥
熊
野
代
官
と
な
っ
て
同
三
年
十
月
に
転
任

す
る
ま
で
の
間
、
一
年
の
う
ち
当
番
の
半
年
間

は
奥
熊
野
代
官
所（
現
三
重
県
熊
野
市
木
本
町
）

に
勤
務
し
ま
し
た
。

　
『
郡
居
雑
記
』
は
、
長
群
私
撰
の
奥
熊
野
地

誌
と
い
う
べ
き
内
容
で
す
。

　
ま
た
、「
高
嶺
文
庫
」の
蔵
書
印
か
ら
、明
治
・

大
正
期
の
著
名
な
歴
史
家
八や

代し
ろ
国く
に
治じ

が
所
有
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
、
初
め
て
の
「
普
通
選
挙
」
直

後
で
政
友
会
と
民
政
党
の
政
党
間
対
立
が
凄
ま

じ
く
、
県
会
議
員
ら
三
名
が
殺
害
さ
れ
た
「
三

番
丁
事
件
」（
同
三
年
）
の
余
韻
も
残
っ
て
い

ま
し
た
。
同
事
件
関
係
者
に
関
す
る
記
述
も
多

く
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
い
事
実
を
含
む
、
非

常
に
貴
重
か
つ
重
要
な
記
録
で
す
。
た
だ
し
、

個
人
の
犯
罪
に
関
す
る
情
報
及
び
団
体
の
秘
密

に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
情
報
を
含
ん
で
い

る
た
め
、
和
歌
山
県
立
文
書
館
管
理
規
則
第
六

条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
当
面
は
御
利
用
に

な
れ
ま
せ
ん
。

■�

旧
花
園
村
新あ
た
ら

子し
小
字
金
剛
寺
文
書（
か
つ
ら
ぎ
町
）

　
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
の
水
害
ま
で

金
剛
寺
集
落
に
所
在
し
た
、
中な

か
う
え上

家
由
来
と
下し

も

前ま
え

家
由
来
の
古
文
書
約
二
五
〇
点
を
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
中
上
家
の
文
書
は
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）

か
ら
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
ま
で
の
間
、

吉
次
郎
・
直
吉
父
子
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
日
並

記
六
二
冊（
途
中
欠
あ
り
）及
び
直
吉
宛
書
簡
・

葉
書
一
五
〇
点
余
を
中
心
と
し
ま
す
。
水
害
に

よ
り
残
存
資
料
が
少
な
い
旧
花
園
村
域
に
お
け

る
近
世
・
近
代
の
記
録
と
し
て
貴
重
な
も
の
と

い
え
ま
す
。

に
巡
査
と
し
て
採
用
さ
れ
、
派
出
所
、
衛
生
関

係
部
署
等
勤
務
を
経
て
、
田
辺
警
察
署
串
本
分

署
長
（
大
蔵
省
大
島
税
関
監
視
署
税
関
監
視
兼

務
）、
橋
本
警
察
署
妙
寺
分
署
（
の
ち
妙
寺
警

察
署
）
長
、
警
察
部
高
等
警
察
課
長
、
巡
査
教

習
所
長
、
岩
出
警
察
署
長
を
歴
任
し
た
後
、
昭

和
三
年
（
一
九
二
八
）
九
月
、
内
務
省
へ
出
向

し
ま
す
。
そ
し
て
翌
四
年
九
月
、
高
等
官
八
等

に
叙
せ
ら
れ
、
和
歌
山
警
察
署
長
に
任
命
さ
れ
、

同
六
年
二
月
ま
で
勤
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
東

牟
婁
支
庁
長
と
な
り
、
同
八
年
五
月
に
免
官
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
竹
中
順
吉
関
係
資
料
は
、
竹
中
が
内
務
省
勤

務
時
以
降
に
作
成
又
は
取
得
し
た
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
内
務
省
勤
務
時
の
記
録
は
、「
昭
和

四
年
三
月
十
二
日
（
岡
崎
邦
輔
氏
訪
問
談
話
復

命
書
）」
の
み
で
、
そ
の
他
の
資
料
は
ほ
と
ん

ど
が
和
歌
山
警
察
署
長
就
任
以
後
の
竹
中
の
訓

示
の
内
容
メ
モ
で
す
。
そ
こ
で
触
れ
ら
れ
て
い

る
事
実
関
係
に
は
、
未
知
の
情
報
が
含
ま
れ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
特
に
重
要
な
資
料
が
、
和
歌
山
警

察
署
長
を
命
じ
ら
れ
た
直
後
で
和
歌
山
赴
任
前

の
同
四
年
九
月
十
五
日
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
、

警
察
署
長
在
任
中
の
翌
五
年
一
月
十
一
日
ま
で

の
内
容
が
書
か
れ
た
「
和
歌
山
日
記
」
で
、
こ

の
間
の
公
私
に
わ
た
る
出
来
事
（
事
件
捜
査
・

県
会
議
員
ら
訪
問
客
と
の
遣
り
取
り
・
部
下
へ

の
指
示
等
）、
得
ら
れ
た
情
報
（
捜
査
・
職
員

不
祥
事
・
政
党
の
動
向
等
）、
そ
れ
ら
に
対
す

る
論
評
等
が
五
八
〇
頁
余
に
わ
た
り
詳
細
に
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
四
年
度
に
文
書
館
に
寄
贈
い
た
だ
い
た

古
文
書
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
、
今
後
番
号
付
け
、
目
録
作
り
、
複
製

物
作
成
な
ど
、
皆
様
に
利
用
い
た
だ
く
た
め
の

整
理
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
整
理
中
の

文
書
は
、
出
納
に
時
間
が
か
か
っ
た
り
、
御
利

用
に
な
れ
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

御
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
当
館
に
御
連

絡
く
だ
さ
い
。

■�

和
歌
山
高
等
女
学
校
教
諭
竹
之
内
喜
八
郎
資
料

　
本
紙
「
童
謡
作
曲
家　
竹
之
内
喜
八
郎
」
で

紹
介
し
た
楽
譜
、
写
真
な
ど
約
一
四
〇
点
で

す
。
竹
之
内
の
御
子
孫
か
ら
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
本
紙
で
は
採
り
上
げ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
竹

之
内
は
、
大
日
本
作
曲
家
協
会
会
員
で
も
あ
り
、

童
謡
以
外
で
も
声
楽
曲
・
器
楽
曲
と
も
に
数
多

く
の
作
品
を
残
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
和
歌
山

童
謡
詩
人
会
が
解
散
（
昭
和
十
四
年
）
し
た
頃

か
ら
、
依
頼
を
受
け
て
作
曲
し
た
と
思
わ
れ
る

幼
稚
園
歌
、
少
年
団
歌
、
警
防
団
歌
、
工
場
歌

な
ど
団
体
歌
が
増
え
て
き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
音
楽
資
料
と
、
和
高
女
な
ど
学
校

関
係
資
料
と
が
合
わ
せ
て
研
究
さ
れ
、
活
用
さ

れ
る
こ
と
が
待
た
れ
ま
す
。

■�

竹
中
順
吉
関
係
資
料

　
昭
和
初
期
に
和
歌
山
警
察
署
長
を
勤
め
た
竹

中
順
吉
の
日
記
、
訓
示
等
の
記
録
約
四
〇
点
が

御
子
孫
か
ら
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
竹
中
順
吉
は
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）

令
和
四
年
度 

新
収
古
文
書
の
紹
介

昭和 28 年７月 18 日の豪雨による土砂
崩れで形成され、９月 25日の大雨で決
壊した有田川上流の天然ダム湖（下前家
「水害」アルバムより）

�『郡居雑記』冒頭と「高嶺
文庫」蔵書印
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法
方
用
利
■

◆

に
付
受
室
覧
閲

要
必
で
等
録
目
る
あ

を
等
書
文
料
資
な

請
申
覧
閲
し
索
検

受
え
う
の
入
記
に
書

だ
く
て
し
出
提
に
付

用
利
等
書
文

。

。

。

い
さ

館
閉
は
付
受
の

30
分

す
で
で
ま
前

◆

料
資
政
行
る
い
て
し
架
配
に
棚
書
室
覧
閲

い
さ
だ
く
て
し
覧
閲
に
由
自
は
料
資
考
参

◆

申
認
承
写
複
、は

合
場
る
れ
さ
望
希
を
写
複

だ
く
て
し
出
提
に
付
受
え
う
の
入
記
に
書
請

　

間
時
館
開

 

　
　
◆

　

　
　
　
　
　

前
午

10

　
　
◆

日
休
替
振
び
及
日
祝
・
日
曜
日
・
土

　

　
　
　
　
　

前
午

10

日
館
休
■

 

◆

と
る
な
重
と
日
休
替
振
は
又
日
祝
（
日
曜
月

　
　
　
　
　

）
日
平
の
後
の
そ

は
き

◆

始
年
末
年

　

12
月
29

◆

日
理
整
内
館

 　

日
４
月
１
・

　
　

）
日
５

は
き
と
の
日
曜
月
（

 　

12
月 

日
曜
木
２
第

）
日
翌
の
そ

、

、

、

は
き
と
る
な
重
と
日
祝
（

 　

間
期
理
整
別
特
・

　

10

）
回
１
年
（
間
日

い
な
ん
あ
ご
の
通
交
■◆

JR

ら
か
駅
市
山
歌
和
鉄
電
海
南
・
駅
山
歌
和

　

約
で
ス
バ

20
分

◆

分
３
約
歩
徒
車
下
停
ス
バ
松
高
ス
バ
山
歌
和

  

り
よ
だ
館
書
文
立
県
山
歌
和

　
第

号

和
令

５
年
９

30
月

日　

発　

行

行
発
・
集
編

　

館
書
文
立
県
山
歌
和

一
四
六
〒

－

一
五
〇
〇

七
目
丁
一
松
高
西
市
山
歌
和

－

八
三

 

　
　
　
　
　
　

内
館
学
志
に
く
の
き

 

電　
話　

三
七
〇

－

六
三
四

－

〇
四
五
九

Ｘ
Ａ
Ｆ

　

三
七
〇

－

六
三
四

－

一
四
五
九

印　
刷　

64

有
限
会
社
隆
文
社
印
刷
所

文
書
館
の
利
用
案
内

、、

、

高松北バス停
和歌山県立文書館

（きのくに志学館２階）

和歌山県歴史資料アーカイブアドレス
https://www.lib.wakayama-c.ed.jp/monjyo/archive/index.html

三
〇
年
が
経
過
し
、
か
つ
個
人
情
報
保
護
な
ど

の
観
点
に
よ
り
、
公
開
に
支
障
が
な
く
な
っ
た

も
の
か
ら
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
永
久
保
存
文
書
の
う
ち
、
個
人
情
報
の
記
載

な
ど
を
理
由
に
公
開
が
制
限
さ
れ
て
い
る
も
の

の
利
用
に
は
、
情
報
公
開
制
度
に
則
っ
た
手
続

が
必
要
で
す
。
御
利
用
の
際
は
、
県
庁
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
ま
た
は
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
に
て

所
定
の
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
文
書
館
で
引
継
ぎ
・
収
集
す
る
公
文
書
に
は
、

「
永
久
保
存
文
書
」
と
「
歴
史
文
書
」
の
二
種

が
あ
り
ま
す
。

　
公
文
書
は
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
応
じ
て
保
存

期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も

特
に
重
要
な
内
容
の
も
の
が
永
久
保
存
文
書
で

す
。
和
歌
山
県
庁
で
作
成
さ
れ
た
永
久
保
存
文

書
は
、
事
案
完
結
よ
り
二
〇
年
を
経
過
し
た
後

に
文
書
館
へ
と
引
き
継
が
れ
ま
す
。
令
和
四
年

度
に
引
き
継
が
れ
た
永
久
保
存
文
書
は
二
〇
一

冊
で
、
平
成
五
年
の
文
書
館
開
館
以
降
の
累
積

冊
数
は
、
二
四
、六
四
七
冊
に
な
り
ま
し
た
。

　
歴
史
文
書
と
は
、
知
事
部
局
・
県
議
会
事
務

局
・
選
挙
管
理
委
員
会
・
監
査
委
員
事
務
局
・

労
働
委
員
会
事
務
局
・
収
用
委
員
会
・
海
区
漁

業
調
整
委
員
会
・
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
が

作
成
し
た
公
文
書
が
保
存
期
間
満
了
と
な
っ
て

廃
棄
さ
れ
る
際
に
、
歴
史
的
価
値
を
有
す
る
と

し
て
選
別
・
収
集
さ
れ
る
も
の
で
す
。
例
と
し

て
、
条
例
や
規
則
、
県
政
上
の
重
要
施
策
・
行

事
に
関
す
る
も
の
、
災
害
等
重
要
な
事
件
に
関

す
る
も
の
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
令
和
四
年
度
、
和
歌
山
県
全
体
で
は
二
四
、

五
三
八
件
の
公
文
書
が
保
存
期
間
満
了
と
な

り
、
こ
の
う
ち
四・三
％
に
相
当
す
る
一
、

〇
四
六
冊
が
歴
史
文
書
と
し
て
選
別
・
収
集
さ

れ
ま
し
た
。
六
四
七
冊
は
知
事
部
局
本
課
か

ら
、
三
九
九
冊
は
各
振
興
局
・
地
方
機
関
か
ら

収
集
さ
れ
た
も
の
で
す
。
開
館
以
降
の
歴
史
文

書
の
累
積
冊
数
は
、
一
一
、七
一
七
冊
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
文
書
は
、文
書
館
で
適
切
な
整
理
・

保
存
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
事
案
完
結
後

令
和
四
年
度 

公
文
書
の
引
継
ぎ
・
収
集

写真１　�県庁南別館での公文書収集
のようす

写真２　�収集した公文書を文書館へ
運び込むようす


